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【1 分解説】退職所得控除とは？ 

人財開発コンサルティング事業部  主任講師 永原 僚子 

  

退職所得控除とは退職金を一時金で受け取る場合の非課税枠です。退職金は老後を

支える大きな柱であるため、税金面で大きく優遇されています。退職所得控除額は勤

続年数によって決まり、勤続年数が長くなるほど枠が大きくなります。 

勤続 20 年以下は「40 万円 × 勤続年数」で計算され、80 万円に満たない場合は 80

万円になります。20 年超では「800 万円 + 70 万円 ×（勤続年数 － 20 年）」となり

ます。例えば勤続 30 年の場合ですと、800 万円＋70 万円×（30 年－20 年）となり、

一時金で受け取る退職金額が 1500 万円までなら税金はかかりません。勤続年数の 1 年

未満の端数日数は四捨五入ではなく、すべて 1 年に切り上げます。 

一時金で受け取る退職金額が退職所得控除額を超えた場合は、退職金額から退職所

得控除額を引き、2 分の 1 を掛けた金額が住民税と所得税の課税対象額となります。

同一年中に 2 か所以上から退職金を受け取るときなどは計算式が異なりますので、詳

細については国税庁 HP でご確認ください。 

なお、首相の諮問機関である政府税制調査会では、「成長分野への労働移動の円滑化」

名目で、長期勤続者に対する優遇措置の縮小として退職所得控除の見直しが検討され

ています。現時点では具体的な改定案は示されていませんが、今後退職所得控除額が

減額される可能性がありますので、これからの動向に注意が必要です。 
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